
東京都立西高等学校 令和２年度学校運営連絡協議会報告 

 

１ 組織   

 （１）名称「東京都立西高等学校学校運営連絡協議会（全日制課程）」 

  （２）事務局の構成 総務部主任＝事務局長、総務部員１名 計２名 

  （３）内部委員の構成 

副校長、経営企画室長、教務部主任、生徒部主任、進路部主任、総務部主任、厚生部主

任、１学年主任、２学年主任 計９名 

  （４）協議委員の構成 

ＰＴＡ会長、ＰＴＡ旧役員、学校医、近隣小学校長、近隣中学校長、地域関係機関代表

者、地域防災担当、消防署担当、警察署担当、同窓会長 計１０名 

 

  ２ 令和２年度学校運営連絡協議会の概要 

  （１）学校運営連絡協議会（第１～３回）の開催日時、出席者、内容、その他 

     第１回 令和２年６月１１日（木） 

     ＊新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、資料の送付をもっての開催 

協議委員委嘱、評価委員委嘱、協議会の趣旨、学校経営計画、学習指導・生活指導・

進路指導・学年における指導の方針、重点項目などの確認。 

     第２回 令和２年１０月２２日（木） 内部委員９名、協議委員６名 

本校の現状と課題、協議委員から教育活動に対する設問・意見、学校評価アンケー

ト項目の検討 

    第３回 令和３年２月４日（木） 内部委員９名、協議委員４名 

今年度の教育活動のまとめ、学校評価アンケート結果の報告、学校運営に関する提

言、本年度の協議会の反省と次年度へ向けた課題 

 （２）評価委員会の開催日時、会場、出席者、内容、その他 

     第１回 令和２年１０月２２日（木） 内部委員３名、協議委員１名 

      学校評価の基本方針の確認、学校評価アンケート項目の検討 

     第２回 令和３年２月４日（木） 内部委員３名、協議委員１名 

      学校評価アンケート集計結果の分析・考察 

 

 ３  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

  （１）学校評価の観点 

「学校の教育活動への理解」、「学校の実践・対応」の観点で実施する。 

 （２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

    ・１２月 全校生徒  ９７１人 

    ・１２月 保護者全員 ９７１人 

    ・１２月 教職員    ７８人 

 （３）主な評価項目 

入学満足度、学習指導、生活指導、進路指導、特別活動・部活動、健康･安全、施設･

設備、環境美化、家庭との連絡・相談、キャリア教育、防災教育、体罰・暴言、教員の

ライフ・ワーク・バランス（働き方改革）など。 

 

 



 （４）評価結果の概要 （学校及び校長への意見・提言内容） 

① 全体的傾向 

  ４月からの臨時休業や新型コロナウイルス感染症拡大防止のために、教育活動に様々な

制限がかかったが、「入学満足度」は昨年同様 95％を超え、学習指導を含めて、全般的に

肯定的な回答の割合が高い。例年低い「施設設備の満足」や「環境美化への取組」につい

ても、肯定的な回答がやや増加している。 

② 生徒 

コロナ禍において、多くの学校行事が実施できず、部活動にも制限がかかり、我慢の多

い 1年間であったが、肯定的回答の割合が全般的に高い。学習指導に関する「教材や教え

方の工夫」「満足できる授業」「質問に適切に回答」、進路指導に関する「進路情報の提供」

「在り方生き方の指導」「視野を広げる機会」、「体罰・暴言の防止」など、学校の取組を高

く評価している。特に、進路指導に関する「進路相談への対応」については、96％を超え

ている。生徒自身については、「規範意識」「ルールでなくマナー」が 90％を超え生徒自身

も学校生活にしっかり取り組んできたものと思われる。 

③ 保護者 

    学習指導・進路指導・生活指導・特別活動を含めて、肯定的回答の割合が全般的に高い。

「自主自律の学校生活」については、生徒自身の評価より 10％も高く、「入学満足度」も

95％と高く評価している。学校の「働き方改革」については、学校の取り組みをさらに周

知していく必要がある。 

④ 教職員 

    「学習への取組」「学校行事への取組」「部活動への取組」などで、生徒を肯定的に評価

している。特に、前年度と比べて「文武二道の実践」「自主自律の学校生活」が１５ポイ

ント、「基本的な生活習慣」は１０ポイント、「ルールでなくマナー」は１４ポイント増加

し、コロナ禍における生徒の取組を高く評価していると思われる。 

 

４  学校運営連絡協議会の成果と課題（学校の自己評価へ反映） 

  （１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

    全体的な傾向としては、例年と同様、大部分の設問で肯定的な回答の割合が高いものが

多い。「入学満足度」については、生徒・保護者・教職員の三者ともに９６％と上昇した。 

 （２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

  ① 学習指導について 

    学習指導に対しては、生徒・保護者・教職員とも肯定的な評価が高いが、ICT の活用や

オンライン授業への取り組みを一層高め、さらなる学力向上を目指して、学習指導力の改

善に努める必要がある。 

② 校内美化について 

    「環境美化への取組」の必要性は、生徒・保護者・教職員とも共通認識されており、厚

生部の「校内美化プロジェクト」などを継続実施する必要がある。 

  ③ 広報活動について 

    新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学校見学会は実施できなかったが、今後も

学校ホームページや学校説明会等の広報活動をより充実させる必要がある「働き方改革」

などの取り組みについて、広く理解してもらう必要がある。 

  

 

 



５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項（学校経営計画へ反映） 

（１）学校運営 

激動するグローバル社会で活躍できる「大きな器」の育成を目指して、保護者・地域

と連携し、学校教育の全般で組織的・計画的に教育活動を推進し、進学指導重点校とし

て期待される成果を継続的に挙げる。 

（２）学習指導 

学習指導要領の改訂を視野に入れ、生徒の学習意欲と基礎学力を向上させ、「思考力、

判断力、表現力」の充実を目指して、ICT を活用した教材や教授法などを一層工夫し、

指導力向上に努める。 

（３）特別活動 

     本校の校是である「文武二道」の実現を図るとともに、部活動ガイドラインに準拠し、

働き方改革の推進の観点から、部活動の在り方について検討を重ね、実践する。 

（４）生活指導 

  遅刻や自転車による交通事故防止などの基本的な生活習慣の確立、及び校内環境美化

を学校全体で推進する。 

 

６ 「学校がよくなった」と考える協議委員の割合 

   （１）協議委員人数 １０人 

   （２）学校がよくなったと答えた協議委員の人数 ８ 

そう思う 
多少 

そう思う 

どちらと

も言えな

い 

あまりそ

う思わな

い 

そう 

思わない 

分からな

い 
無回答 

３ ５ １   １  

 

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

   職員会議 ０回（０人） 企画調整会議 ０回（０人） 

 

８ その他 

学校評価アンケートは、生徒にClassiを利用して行った結果、集計作業効率が著しく向上

した。今後は保護者アンケートへのClassi利用も検討していく。 

 
対象者数（人） 回答者数（人） 回答率（％） 

生 徒 保護者 教職員 生 徒 保護者 教職員 生 徒 保護者 教職員 

今年度 

全体数 
９７１ ９７１ ７８ ９３２ ８２７ ７６ ９５．９ ８５．２ ９７．４ 

１年生 ３２８ ３２８ 

 

３１８ ２６６ 

 

９６．９ ８１．１ 

 ２年生 ３２５ ３２５ ３１５ ２９５ ９６．９ ９０．７ 

３年生 ３１８ ３１８ ２９９ ２６６ ９４．０ ８３．６ 

昨年度 

全体数 
９５７ ９５７ ７６ ９２８ ７７０ ７４ ９７．０ ８０．４ ９７．４ 

１年生 ３１９ ３１９ 

 
６１３ 

２８３ 

 
９６．１ 

８８．８ 

 ２年生 ３１９ ３１９ ２５１ ７８．７ 

３年生 ３１９ ３１９ ３１５ ２３８ ９８．７ ７４．６ 

 


